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目的　 被服圧は、 被服の着心地や快適性を評価 する感覚 計測の重要な因子の一つであ る。

被m 圧の快 適値や許容値は、 着用者の年齢および健 康状態や活動状態により変 化すること

は 推定できるが拘束方法によっても変 化すること が考えら れる。 著者は先に持続的拘束方

法と断 続的 拘束方 法を用いて皮膚温への影響を 検討し興味ある知見を得た。 そこ で、 本研

究においては、 断 続的拘束方法 の拘束 の時間 間隔を 変化し た場合に ついて拘束時の皮膚温

への影響に ついてさらに検討し た。

方法　 被験者は健m な成 人女子５ 名を 用い、 左 前腕部を拘束部位とし た。 拘束圧は著者の

先 の実験結果を考慮し、0.30.40,50inmHg とし、 血圧 測定 用加圧布を使用して拘束し た。 拘

束方法は、 断続的拘束方法とし て拘実時 間の10 分間を1Q 秒.30fi' 、()O秒間隔に拘束を与える

方法と10 分間持続して拘束を与 える方 法をとっ た。 拘束時 の身 体的影響に ついては、 末梢

部皮It 温としで左右手指 皮膚 温を、 さ らに身 体８ 部位の皮膚温も同時に測定し検討し た。

結果　 持続的拘束時と比較し て断 続的 拘束時 では拘束末梢部の皮l# 温低下量が著し く少な

かった。 断続的拘束時の中でもlO 秒断 続、30 秒断 続の方がBO 秒断 続より拘 束末 梢部の 皮膚

温低下葦が少なく、 拘東方 法に よって同 一拘東圧におい ても身 休への影 響の異なるこ とが

明かとなっ た。 非拘 束側末梢 部皮膚温および ８部位の皮膚温は、 本実験の圧力レベルでは

ほとんど拘東の影響を受けないこと がわかった。
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［ 目的 ］　 同一 被 覆 面積 の 衣 服で あ って も 、 その 被 覆 部 位に よっ て 保 温 効果 の 異な る こ と が指

摘 さ れて い る。 そ の 原因 とし て は被 覆 部位 の 曲事 な ど の物 理 的 要因 に 加 えて 、 皮下 の 知 覚 神経

分 布 密度 の 部 位差 な どの 生 理的 要因 も 考え ら れ る。 本 報で は こ れら に 関 連し て 、皮 膚 表面 の 温

熱 感受 性の 部 位差 に つい て 実 験を 行 ない 、 ２ 、３ の 知 見を 得 た ので 報 告 す る。

［ 方 法 ］　 無負 荷 用 のプa  ーブ は、 直 径3.6ci ≪ の 市 販 板 状ピ ーク（ 坂口 電熱SAMIC0N230 ） の 両

面 に鋼 板 を 接着し たも の で 、銅 板 表 面上 の 温 度は 常 に38 ℃til維 持 さ れ る よう 、 スラ イダッ クで

調 整さ れ た。 温熱 感受 性の 測定 にあ たっ て は 、 被験 者 の皮 膚 にこ の プa  ー ブ を2  秒 間 接 触さ せ

そ の温 熱 感を1 対 比 較法 に よっ て 答 えさ せ た。 被 験 者 は 健康 な 成人 女 子10 名 で 、ビ キ ニ型 実 験

衣 の み 着用 、 姿勢 は 仰臥 位 ま た は伏 臥 位と し た。 測定 部 位は 頭 頚部　5 、 体幹 部　７、 上 肢　6, 下

肢　6の 計24 部 位 で あ る。 た だし 全 部 位の １ 対 比較 は 姿 勢お よび 測 定 時 間 の関 係上 不 可 能で あ っ

た た め、 測 定 は前 面 と後 面 に 分け て 行っ た。 測定 環 境 条 件は 、気 温26 ℃ 、気 湿50 ％ 、 気 流 ＜20

c●/sで あ る。

［ 結果 ］　1   .   Gul I I ksen    >Zよ る 尺 度構 成 を行 っ た 結 果、 温熱 感 受 性の 高いli  IZ 前 面 で は 、 上

腹 、下 腹 、 胸、 頚 、 前額 、 顎、 頬 、 肩、 大 腿、 前 腕 、上 腕 、 足 背、 下 腿、 手 掌と な り 、後 面 で

は 、胴 、 腰、 頚 、 背、 大 腿、 肩 、 上 腕、 前 腕、 手 背、 下 腿 、足 底 と なっ た。共 に 、 体 幹＞ 頭 頚

＞ 腕 脚 ＞下n  ・ 手 足 の順 で あり 、 同 一被 覆 面 積で も 手 足よ り 体 幹を 露出 する と より 寒 く感 じ る

こと が 示 唆さ れた 。　2   . 前 面 と 後面 の 比 較で は 、 屈 側で 伸 側よ り 温熱 感受 性が 高 い 傾向 が 認

め ら れ た。


